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1. はじめに

このファイルは「レーザー研究」誌の体裁に準じた原稿テンプレートです．原稿作成に際しては以下の注意事項に従ってください．ただし，このテンプレートで作成した原稿がそのまま印刷されるわけではありません．
2. 論文題目・著者名・所属

2.1　 タイトル

論文題目は論文の内容を的確かつ簡潔に表すように記述してください．文字数は，和文：35字以内，英文：15ワード以内とし，略語は使用しないこと．やむを得ず長くなるときは，刷り上がり各項のフッタに使用する省略題目を併記してください．和文表題には・，/を使用しないこと．表題中のハイフンの後は大文字とする．英文表題は前置詞，冠詞，接続詞を除き，各単語の先頭文字を大文字とする．
2.2　 著者名

和文著者名では姓と名の間は半角スペースを入れること．但し，姓と名が1文字の場合は全角スペースを入れる．この姓と名のスペースは本文中，参考文献でも同様にしてください．英文著者名では姓は全て大文字とし，名は先頭文字のみ大文字として下さい．
2.3　 所属

著者が複数の場合，和英共に氏名の後にカンマを入れて下さい．英文では著者が多数の場合，最後の著者の前に“and”を入れ，著者が２名の場合はその上でカンマを削除して下さい．著者の所属が異なる場合は，著者名の右肩に1，2，3のように数字を付けて区別してください．また，研究場所が現在の所属と異なる場合は，現所属も併記すること．（現所属は脚注として記載してください．）
3. 要旨・キーワード

　掲載区分が，レーザーオリジナル，レーザーレター，レーザー解説およびレーザー技術ノートの場合は，150ワード以内の英文要旨（Abstract）と5個以内の英文キーワード（名詞形）を記述してください．
また，英文要旨は，英文題目と共に必ずネイティブチェックを受けてください．なお，投稿者から希望があれば，編集委員会からネイティブチェック業者に依頼します（有料，タイトルとアブストラクトのみの場合は，3,000円程度）．
4. 文章に関わる注意事項

4.1　 本文
原則として常用漢字新仮名づかいを用いる．術語はレーザー学会および文部省で制定されたものを用いることが望ましい．人名，日本語に十分定着していない術語などは原則として原綴で書く．欧語の原綴を日本語に混用する時は出来るだけ英語を用い，英，仏，独，露語などの混用を避ける．
本文の文章は，指定がない限り和文はMS明朝，英文はtimesなどの明朝体として下さい．読点，句読点はピリオド（和文：全角ピリオド），カンマ（和文：全角カンマ）に統一して下さい．ただしスラッシュ(/)，％は和文中であっても半角を用いて下さい．
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4.2　 見出し

論文項目の番号付けは，大項目を1，2，・・・として中央揃えとし，中項目を1.1，1.2，・・・，小項目を1.1.1，1.1.2，・・・として左詰めとする．
4.3　 記号

　単位は立体記号とし，同一論文中で表記を統一して下さい．また原則としてSI単位系を用いて下さい．数値と単位の間は，和英文とも半角スペースとしてください．ギリシャ文字は指定のない限りsymbol書体に統一して下さい．ただし，Γ（ガンマ），Φ（ファイ），Σ（シグマ），及び単位のµ（マイクロ），Ω(オメガ)等は立体としてください．
略語スペルアウトの形式は，フルスペル（略語），和文（フルスペル：略語）を推奨する（例：Chirped Pulse Amplification（CPA），チャープパルス増幅(Chirped Pulse Amplification：CPA)）．
4.4　 数式

数式は数式専用のソフトを利用して作成してください．変数（物理量）はイタリックとし，関数を表す文字(sin, cos等)は立体とする．数式は通し番号をつけ，長い時は圧縮せずに複数行にしてください．文中ではセンタリングですが，複数行に渡る場合は全体をセンタリングして下さい．
（例）屈折率nは次のように表せる．
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5. 図，写真および表

図表は原則として図表ソフトで作成し，表題，説明文および挿入文字は全て英文を使用してください．文字フォントは，図（英文）はゴシック系（Helvetica, Arial）を推奨，表はTimes，ギリシャ文字はSymbolを使用のこと．図中の用語サイズは印刷原稿で1.5 mm以上になるように注意して下さい．グラフ中には原則として縦横罫を入れない．表は横罫および天地の双柱罫のみとし，縦罫は入れないでください．他の文献から引用した場合は，説明文の右肩に引用文献番号を記載のこと．
Fig. 1 White light continuum spectra in a 9 m long gas cell with 0 (dotted line) and 1 (solid line) atm CO2 gas. Arrows represent absorption lines of CO2.

Table 1 “The Review of Laser Engineering” color printing price.
	Number of Pages
	Price (Yen)

	1
	63,000
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	3
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	4
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	194,250


図（写真）をカラーで掲載したい場合は，その旨を明記してください．但し、費用は著者の実費負担とします．カラー掲載以外の図はすべてモノクロにしてください．
図番号は本文中で参照する際は，文頭ではFig.＋数字を用い，文中ではFig.＋数字も可とする．また表番号はTable＋数字を用いる．グラフの縦軸，横軸は値と単位を明記し，単位の表記は(nm)のように，(単位)としてください．ただしArbitrary unitは“arb. unit”とする（“a. u.”はatomic unit）．図中の文字は先頭のみ大文字とし，値と単位の略語の間には半角スペースを入れて下さい（例 10 nm, 10 fs, 10 V）．ただし，値と単位の記号の間にはスペースは入れないで下さい（例 10°，10°C，$10）．
6. 脚注・参考文献

脚注は，引用箇所（文）の右肩に†1，†2，†3・・・と示し，その項の下欄に説明文を記載ください．なお，長期間の参照に耐えないカタログ，ホームページURL等は脚注とすること．
参考文献は，原則として以下の形式で記述ください．参考文献は通し番号をつけ，本文の末尾に一括して記述ください．本文中では引用箇所（文）の右肩に1)，1,2)，1-5)のように番号を記入してください．
· 雑誌の場合
· 著者: 誌名 巻数（発行年）[No. 号数]＊項数．書籍の場合
著者: 書名 ([シリーズ名 巻数, ed. 編集者)]＊＊出版社, 出版地, 発行年)p. 項数．
＊毎号項の改まる雑誌の場合に記述する．
＊＊シリーズ物の場合に記述する．
注1） 著者は全員の氏名を記述する，但し10名を超える場合，11番目以降の省略（et al.）を認める．2名以上の場合はコンマで区切る．ただし，欧文では，”A and B”，”A, B, and C”のように”and”を挿入する．
注2） 書名（含：プロシーディング他の単行本に準ずるもの）はイタリック体とする．
注3） 雑誌の巻数は太字（ボールド）とする．
注4） 和文雑誌・和文書籍は英文表記の可能な場合は英和併記する．
参考文献に記載例を示すが，それぞれ欧文雑誌1)，欧文単行本2)，欧文単行本（編集された本の一部を引用する場合）3)，欧文proceedings4)，和文雑誌（日本語投稿の場合）5)，和文雑誌（英語投稿の場合）6)，和文単行本7)の例である．
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